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組合員とＪＡを結ぶ

Hot Line

もち米(洗って、ひと晩水に漬け
ておく) …750ℊ(５合分)
小豆(大納言)750ℊ(５合分)
白砂糖250ℊ
三温糖375ℊ
塩15ℊ
※ようかん約６本分くらいの量が
できます。

❶鍋に小豆と２リットルの水を入れて火にかける。

❷煮立ったら、500㏄の水を加えて、軟らかくなるまで煮る。

❸白砂糖･三温糖･塩を入れ、汁がわずかに残る程度まで煮る。

❹もち米を炊飯器で炊く。水は、③の煮汁と水を合わせたも
のを使い、分量は、通常のご飯を炊くときと同じくらいに
する。

❺炊き上がったら、③の小豆と混ぜる。小豆がつぶれても良
いので、よく混ぜる。

❻バットに押し固める。

❼冷暗所で一晩置いて(夏場は冷蔵庫へ)、できあがり。

この「いとこ煮」は、地元の郷土料理です。地域の方から教えても
らい、甘さなどを工夫しながら、昔の味を再現してみました。家族や
友だちからの評判もいい、私にとってのヒット料理です。小豆は「大
納言」を使い、２種類の砂糖の分量を守れば、必ずおいしくできます。
お祝い、おもてなし、子供のおやつにぜひどうぞ。腹もちもよく、元
気がわいてきますよ。

村山市名取

矢萩よし子 さん
や はぎ こ



土 が 好 き

■食のはなし／今月の表紙２

■土が好き３

■みちのく《－ＺＯＯＭ－ズーム》
ＪＡみちのく村山
合併20周年‼ 記念式典開催

４

■みちのくＦＬＡＳＨ６

■平成27年産の米の生育と作柄
９

■みんなのふれあい広場10

■みちのくぼいす
／クロスワードパズルほか

12

■ふれあいINFORMATION
14

■わが家の味じまん16

キャベツやダイコンと同じ、アブラナ科に属するカリフ
ラワー。ゆでる場合は、小麦粉・食酢・食塩を入れるのが
オススメ。小麦粉によってアクの成分が取れ、沸点も高く
なるので早くゆであがります。また、カリフラワーの薄い
色の原因はフラボノイドという色素で、これは食酢やレモ
ン汁など、酸性のものに触れるときれいな白色になります。
ただ、食酢には野菜が軟らかくなるのを防ぐ働きがあるた
め、食塩を入れることでこの働きを抑えます。
カリフラワーは、このようにゆでてアク抜きをしないと
食べられないと思われがち。が、実は生でも食べられます。
カリフラワーのアクはクロロゲン酸という成分で、これは
抗酸化作用があり、がんや糖尿病、老化予防にも効果があ
るといわれています。さらにビタミンＣの含有量も、野菜
の中でもトップクラス。これは生の方がたくさん摂取でき
ます。
栄養たっぷりのカリフラワー。生で食べる野菜としても、
定番になるといいですね。

カリフラワー
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―
農
家
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
？

結
婚
し
大
石
田
に
来
て
、
初
め

て
農
業
に
携
わ
り
ま
し
た
。
も
と

も
と
、
義
父
と
義
母
が
２
人
で
や

っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
後
継
ぎ
が

い
な
い
状
況
だ
っ
た
ん
で
す
。
せ

っ
か
く
土
地
が
あ
り
、
ト
ラ
ク
タ

ー
な
ど
の
機
械
も
あ
る
の
に
も
っ

た
い
な
い
な
…
と
思
い
、「
そ
れ

な
ら
俺
が
！
」
と
決
め
ま
し
た
。

手
伝
い
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
農

業
も
悪
く
な
い
な
っ
て
思
う
よ
う

に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
若
い
人

に
と
っ
て
、
農
業
は
休
み
が
な
く

て
大
変
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
や
り
方
次

第
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
農
業
で
感
じ
た
こ
と
は
？

農
業
は
９
月
か
ら
始
め
た
ば
か

り
で
、
専
門
的
な
話
は
分
か
ら
な

い
の
で
す
が
、
ま
ず
は
農
薬
の
種

類
の
と
て
つ
も
な
い
多
さ
に
び
っ

く
り
し
て
い
ま
す
。
ス
イ
カ
な
ん

て
、
使
う
農
薬
が
本
当
に
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
よ
ね
。
し
か
も
、
そ

の
農
薬
の
使
い
方
も
、
こ
だ
わ
っ

て
い
る
人
が
い
た
り
そ
う
で
な
い

人
が
い
た
り
し
て
、
人
に
よ
っ
て

や
り
方
が
違
う
と
い
う
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
来
年
か
ら
は
私
も
ス

イ
カ
栽
培
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う
や
り

方
の
違
い
は
、
結
果
と
し
て
ど
う

出
て
く
る
ん
で
し
ょ
う
ね
？
味
を

比
べ
れ
ば
分
か
る
ん
で
し
ょ
う
け

ど
、
そ
の
た
め
に
人
の
家
の
ス
イ

カ
を
食
べ
た
こ
と
な
ん
て
あ
り
ま

せ
ん
し
(笑
)

―
心
に
残
る
出
来
事
は
？

近
所
の
人
が
良
く
し
て
く
れ
る

の
で
嬉
し
い
で
す
。
一
人
で
何
か

や
っ
て
る
と
、「
が
ん
ば
れ
よ
」

と
か
「
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
何
で
も
聞
け
よ
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
た
り
。
で
も
、
農
業
を
継

ぐ
の
が
珍
し
い
の
か
、「
ど
う
し

て
？
よ
く
や
る
気
に
な
っ
た
ね
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
と
き
は
、
い
や
、
農
業

は
こ
れ
か
ら
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！

と
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

―
農
業
を
始
め
て
、
良
か
っ
た
こ

と
は
？

ま
だ
始
め
て
数
カ
月
で
す
が
、

と
り
あ
え
ず
天
気
が
い
い
日
の
稲

刈
り
は
気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
ね
。

田
ん
ぼ
の
夕
日
な
ん
て
、
山
形
市

で
働
い
て
い
た
頃
は
見
る
機
会
の

な
か
っ
た
風
景
で
す
。
今
は
寒
く

な
っ
て
き
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
作

業
も
大
変
で
す
が
…
。
こ
れ
か
ら

大
石
田
の
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。

だ
け
ど
、
私
は
尾
花
沢
の
銀
山
の

あ
た
り
が
実
家
な
の
で
、
雪
に
は

驚
き
ま
せ
ん
よ
。
12
月
か
ら
、
ハ

ウ
ス
で
の
ス
ト
ッ
ク
栽
培
も
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
出
荷
作
業
は
正

月
過
ぎ
ま
で
か
か
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い

今
、
農
業
を
継
ぐ
若
い
人
が
い

な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
逆
に
、

ラ
イ
バ
ル
が
い
な
い
と
も
言
え
る

わ
け
で
す
。
そ
れ
な
ら
、
い
っ
そ

自
分
は
も
っ
と
面
積
を
増
や
し
て
、

大
規
模
に
、
将
来
的
に
は
人
も
雇

っ
て
や
っ
て
み
た
い
で
す
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
を
含
め
、
農
業
情
勢
は
不
安
定

な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
は
ダ
メ
な
の
で
も
う
辞
め
る

―
―
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
く
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
な
ん
で
あ

れ
、「
や
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

タレント・食生活アドバイザー●岡村真純

｢ ぼくのわたしのお母さん ｣

尾花沢市野黒沢
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

黒 川 幸 大 さ ん（35歳）
くろ かわ こう だい

良 子 さ ん（35歳）
りょう こ

友 愛 さ ん（10歳）
ゆ あ

沙 姫 さ ん（９歳）
さ き

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
スキーの大会で入賞したこともある友愛さん、お姉さんと一緒

にバレーボールの練習に励む沙姫さん、そして保育園では誰より
も元気な智生くん。「昔はスポーツ全般やっていました」という
お母さんの血を引いてか、みんな運動が得意です。競争心も旺盛
で、家の中での遊びも、トランプやオセロなど勝ち負けがはっき
りしているのが大好き！３人で、いつもにぎやかに競い合ってい
ます。
お母さんからお子さんへ
｢負けたくない、という一心でがんばる３人を見ていると、き

ょうだいがいて良かったな~と思います。みんな、一番好きなこ
とを見つけて、目標に向かってがんばってね♡｣

今月の表紙

智 生 く ん（６歳）
とも き

｢それなら俺が農業を！｣
雪国育ちの魂が、
そこにチャンスを見出した

PROFILE
大石田町田沢

柳橋 裕志 さん（39歳）
やなぎはし ひろ し

■水稲4㌶、ストックを栽培
結婚を機に９月から就農。農家としての
営みは始まったばかり。思い描く夢も、ハ
ウスで育てるストックも、満開になるのは
これから。
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11
月
５
日
、
平
成
27
年
度
「
村
山
地

域
お
い
し
い
ご
は
ん
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
表
彰
式
が
村
山
総
合
支
庁

本
庁
舎
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
管

内
か
ら
は
、
次
の
２
名
が
入
賞
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
村
山
広
域
農

業
振
興
会
議
が
、
農
業
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
い
、
米
の
消
費
拡
大
を
図
ろ

う
と
、
小
学
生
を
対
象
に
募
集
し
て
い

て
い
ま
す
。
今
年
は
千
414
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

６７

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

管
内
で
２
名
が
入
賞

【佳
作
】
村
山
市
立
戸
沢
小
学
校
１
年

三
浦

優
羽
さ
ん

▶
賞
状
を
受
け
取
る

尾
﨑
さ
ん
(右
)

名句を讃えて表彰

▼

名誉賞を受賞した枝肉と㈱大類畜産

㈱大類畜産が名誉賞に輝く
11月16日、山形市の㈱山形県食肉公社で第38
回山形県牛枝肉共進会が開かれ、尾花沢市の㈱大類
畜産の枝肉が名誉賞に輝きました。その他の入賞成
績は以下の通りです。

20年前の米が蘇る！
袖崎雪室研究会がイベント開催
設立20周年を迎えた村山市のＮＰＯ法人「袖崎

雪室研究会」は11月13日、クアハウス碁点で記念
イベントを開催。雪氷熱利用研究の第一人者である
媚山政良室蘭工業大学大学院名誉教授が「美（うま）
し国、雪国～2050年を垣間見る～」と題した講演
を行ったほか、雪室で保存されていた1993(平成
5)年産ササニシキの試食会も実施し、雪室の鮮度
保持効果を紹介しました。

トマト栽培の功績を讃える
11月19日、尾花沢市の文化体育施設サルナート
で、ジュース用トマトフォーラムが開かれました。
会場には、当ＪＡ管内からジュース用トマトの生産
農家約140人が出席。トマト栽培の技術向上と増
収を目指して意見交換が行われました。今年度の優
良栽培者として、以下の通り表彰も行われました。
▷最高単収賞＝後藤始さん(村山)
▷最多収量賞＝安井敏也さん(尾花沢)
▷新規者優秀賞＝井上昭男さん(大石田)

▼

会場ではバッグの展示販売も。足を止めて見入ります

思わずため息 美しい装飾品がずらり
合併20周年記念事業の一環として、10月30・

31日に本店で、また11月13・14日に尾花沢営農
センターで、ジュエリーフェアが行われました。会
場には宝石をあしらった指輪やネックレス数百点が
展示され、多くの女性客が来場。バッグや紳士服、
寝具なども販売されました。

▼

収穫祭といえばコレ！つきたて納豆餅に大満足

大石田の収穫物がどっさり
ＪＡグリーンおおいしだ前特設会場で10月31

日、収穫感謝祭が開催。産直「つなぎ」コーナーで
は大根や赤カブなどが売られ、大石田地区女性部は
冬物の布団を販売。㈱みちのくサービスも除雪機な
どを展示販売しました。やきとり・焼きそばの屋台
も並び、納豆餅や芋煮のふるまいは行列ができる人
気でした。

北海道厚岸町で村山の味覚をＰＲ
11月21日、村山市の友好都市である北海道厚岸

町の厚岸味覚ターミナル「コンキリエ」で、村山市
の特産品のＰＲをかねた販売イベント「第10回村
山秋の味覚市」が行われました。当ＪＡではりんご、
ラ・フランス、新米などを販売。あさり汁、ずんだ
もち、いも煮のふるまいも好評でした。

▼

ギャラリーが多いと、餅つきも力が入ります

村山の秋！ごてん産直の旬をめしあがれ
11月20日、ＪＡグリーンごてん産直所前の特設

会場で、収穫感謝祭が開催。産直協力会のメンバー
が持ち寄った山ほどの秋野菜が販売されました。恒
例の餅つきも行われ、できたての納豆餅となめこ汁
のふるまいも大人気でした。

小
学
校
で

に
ぎ
や
か
に
お
祝
い

10
月
28
日
、
村
山
市
立
富
並
小
学
校

で
芋
煮
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
５
〜
６

年
生
が
田
植
え
か
ら
収
穫
ま
で
を
行
っ

た
「
は
え
ぬ
き
」
で
お
に
ぎ
り
が
作
ら

れ
、
全
校
生
徒
で
楽
し
く
味
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
11
月
13
日
に
は
尾
花
沢
市

立
玉
野
小
学
校
で
収
穫
感
謝
祭
が
開
催

さ
れ
、
３
〜
６
年
生
が
収
穫
し
た
「
ヒ

メ
ノ
モ
チ
」
で
餅
を
つ
き
、
雑
煮
や
納

豆
餅
、
ず
ん
だ
餅
で
豊
作
を
祝
い
ま
し

た
。

▼

白く輝く新米のおにぎり
（富並小学校）

▼

売り切れ必至！沸き立つ販売会場

▼

餅つきの杵、意外と重かった！
（玉野小学校）

【佳作】
大石田町立大石田北小学校５年

早坂 葉月さん

▼

試食会の様子。お味はいかが？

尾花沢市の文化体育施設サルナートで11月7日、
「第26回 山形県少年少女俳句大会」の表彰式が開催。
県内から5,590句の応募があり46作品が入賞しま
した。みちのく村山農業協同組合賞として、受賞者
２名に折原敬一専務から表彰状が手渡されました。

▽優秀賞２席＝(有)水上畜産▽優秀賞４席＝㈱尾
﨑牧場▽優秀賞５席＝折原剛さん▽優良賞＝片倉
雄一さん・西塚和雄さん・伊藤勝夫さん・折原剛
さん・㈱BELL FARM・㈱荻野畜産

百メートルスタートラインが秋の風
(尾花沢市立玉野小学校５年・尾﨑大樹）
カーテンが揺れるすき間に風光る
(鶴岡市立鶴岡第一中学校３年・大滝茉侑）

受
賞
作
品

▶
賞
状
を
受
け
取
る
、
最
高
単
収

賞
に
輝
い
た
後
藤
さ
ん
(右
)
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▼

髙谷尚市組合長(右)からカーブミラーのレプリカ
を受け取る庄司喜與太町長(左)（大石田町で）

カーブミラーにこめた事故ゼロへの願い
当ＪＡとＪＡ共済連山形は、11月4～6日の3日

間にカーブミラー寄贈式を行い、大石田町に4基、
村山市に6基、尾花沢市に6基を贈呈しました。こ
の寄贈は、1973（昭和48）年から交通事故防止の
ために毎年行われており、寄贈した数は今回で合計
977基になります。

▼

当ＪＡの髙谷尚市組合長が議長に選任され、議事が進められました

｢創造的自己改革｣に向けて一致団結
ＪＡグループ山形は11月17日、山形市で第27

回ＪＡ山形県大会を開きました。関係者約750人
が出席し、農業者の所得増大と地域活性化に向け、
水田農業や担い手対策に力を入れていく方針を確認。
ＴＰＰ交渉については、国会決議との整合性の徹底
検証を求めていくとの特別決議が採択されました。

青年部メンバー 管外で視察研修
当ＪＡ青年部は11月4・5日の両日、研修会を実

施。1日目は、秋田県鹿角市で行われた第138回秋
田県種苗交換会で、農機具や特産農産物を視察しま
した。2日目は、ＪＡ庄内たがわの温海支所で、耕
作放棄地の再生に取り組むＪＡ出資型の農業法人
「㈱あつみ農地保全組合」の活動内容について学習。
活発な質疑も行われ、盟友たちは見識を深めました。

▼

完成した頭巾をかぶって、全員集合

『家の光』参考に頭巾づくり
11月15日、尾花沢地区女性部の班長研修会で

「防災頭巾」作りが行われました。この頭巾は、ＪＡ
新ふくしま女性部が、先の震災の避難経験から作り
出したもの。糸をほどくと、中に縫い付けられた下
着や日用品がすぐに使える便利アイテムです。4年
前の『家の光』で作り方が紹介されました。

▷
加
藤
國
洋

尾
花
沢
市
長
へ

(13
日
）

▼

研修を受ける青年部員（ＪＡ庄内たがわ温海支所で）

▷
志
布
隆
夫

村
山
市
長
へ

(17
日
）

検
査
終
了
時
）
で
し
た
。
二
等

以
下
の
格
付
け
理
由
で
は
部
分

着
色
粒
が
３
割
以
上
を
占
め
て

お
り
、
依
然
と
し
て
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
に
よ
る
被
害
が
品
質

低
下
の
主
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
味
関
連
で
は
、
玄
米
粗
タ
ン

パ
ク
値
は
平
年
並
〜
0.2
ポ
イ
ン

ト
ほ
ど
高
い
傾
向
で
し
た
。

注
：
一
般
に
タ
ン
パ
ク
値
が
低

い
ほ
ど
食
味
は
良
好
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
全
国
の
米
主
産
地
で

は
新
品
種
が
続
々
と
デ
ビ
ュ
ー

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
産
地
と

し
て
の
評
価
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
本
年
産
以
上
に
、

お
い
し
く
、
品
質
の
良
い
、
均

質
な
米
づ
く
り
を
徹
底
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に

は
基
本
技
術
を
励
行
し
、
特
に

「
適
正
な
㎡
籾
数
確
保
」、「
登

熟
を
高
め
る
水
管
理
」、「
病
害

虫
対
策
」
の
３
点
を
徹
底
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
冬
の
間
に

自
ら
の
作
付
予
定
品
種
の
特
性
、

本
年
度
作
柄
、
肥
培
管
理
に
つ

い
て
再
確
認
し
、
次
年
度
に
向

け
た
改
善
点
を
整
理
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

３
日
か
ら
５
日
程
度
早
く
推
移

し
ま
し
た
。
梅
雨
入
り
は
６
月

26
日
（
平
年
よ
り
14
日
遅
れ
）

で
、
そ
の
後
も
晴
天
日
が
多
く
、

降
雨
は
少
な
く
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
た
め
「
葉
い
も
ち
」
の
発

生
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
一
方
、
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
の
発
生
が
多
く
、
県
病

害
虫
防
除
所
か
ら
は
７
月
９
日

と
７
月
23
日
に
「
注
意
報
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

７
月
も
高
温
・
多
照
で
経
過

し
、
出
穂
は
平
年
に
比
べ
て
３

日
か
ら
５
日
間
早
ま
り
、
早
生

品
種
で
は
７
月
25
日
頃
、「
は

え
ぬ
き
」
の
出
穂
期
は
８
月
３

日
頃
、「
つ
や
姫
」
等
の
晩
生
品

種
で
は
８
月
９
日
頃
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
晩
生
品
種
で
は

出
穂
期
間
に
降
雨
に
遭
遇
し
、

穂
に
褐
変
症
状
が
生
じ
た
も
の

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
全
般
に
、

一
株
当
た
り
の
茎
数
が
多
く
、

平
年
に
比
べ
て
穂
揃
い
が
悪
い

傾
向
で
し
た
。
出
穂
後
は
平
年

に
比
べ
て
、
㎡
穂
数
が
平
年
よ

り
多
く
、
一
穂
着
粒
数
は
や
や

少
な
く
、
総
じ
て
㎡
籾
数
は
や

や
多
く
な
り
ま
し
た
。

８
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
ま

で
、
最
高
気
温
が
低
く
、
日
照

が
少
な
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
登
熟
が
緩
慢
と
な
り
、

青
籾
歩
合
が
低
下
せ
ず
、
収
穫

作
業
が
停
滞
し
ま
し
た
。
収
穫

盛
期
は
平
年
並
の
10
月
３
日
と

な
り
ま
し
た
。

管
内
の
作
柄
は
総
じ
て
平
年

並
と
な
り
ま
し
た
。
収
量
は
個

人
差
が
大
き
く
、
籾
数
の
多
い

圃
場
や
晩
生
品
種
で
は
登
熟
不

良
と
な
り
、
屑
米
が
多
く
、
収

量
が
平
年
を
下
回
っ
た
事
例
も

み
ら
れ
ま
し
た
。
10
月
15
日
現

在
の
作
況
指
数
は
県
全
体
で
103
、

村
山
地
域
は
102
と
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

品
質
面
で
は
、
一
等
米
比
率

は
96
％
程
度
と
良
好
（
約
９
割

は
断
続
的
な
強
風
や
土
壌
還
元

（
ワ
キ
）
が
原
因
で
葉
先
が
傷

ん
だ
り
、
葉
色
が
淡
く
、
初
期

生
育
が
停
滞
し
た
圃
場
が
み
ら

れ
ま
し
た
。

６
月
も
高
温
・
多
照
で
経
過

し
、
特
に
中
旬
は
気
温
の
日
較

差
が
大
き
く
イ
ネ
の
分
げ
つ
に

最
適
な
気
象
条
件
で
経
過
し
ま

し
た
。
こ
の
た
め
６
月
20
日
以

降
は
イ
ネ
の
生
育
が
旺
盛
と
な

り
、
平
年
に
比
べ
て
、
草
丈
は

や
や
長
く
、
茎
数
は
２
割
程
度

多
く
、
葉
色
は
濃
く
、
生
育
は

４
月
、
５
月
は
晴
天
日
が
多

く
、
高
温
・
多
照
・
少
雨
で
経

過
し
ま
し
た
。
播
種
後
の
気
温

が
か
な
り
高
く
、
苗
の
高
温
障

害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。
耕

起
、
代
掻
き
、
田
植
え
作
業
は

い
ず
れ
も
平
年
に
比
べ
３
日
程

度
早
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
期
間
、

ま
と
ま
っ
た
降
雨
が
無
く
、
土

壌
も
良
く
乾
燥
し
た
た
め
、
水

路
の
末
端
で
は
用
水
の
供
給
が

追
い
つ
か
ず
、
代
掻
き
や
田
植

え
作
業
が
遅
れ
る
な
ど
の
影
響

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
田
植
え
後

夏
は
高
温
・
干
ば
つ
、
秋
は
低
温
・
日
照
不
足
で
経
過

し
、
稲
作
に
は
厳
し
い
気
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
生
産
者

の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ
り
、
平
年
並
の
作
柄
が
確
保
さ
れ

ま
し
た
。
年
末
を
迎
え
、
こ
の
一
年
間
の
水
稲
の
生
育
を

ふ
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
．
育
苗
期
か
ら
田
植
え

ま
で
極
端
な
高
温
・

少
雨
で
経
過

北
村
山
農
業
技
術
普
及
課

平
成
27
年
産
の
米
の
生
育
と
作
柄

平
成
27
年
産
の
米
の
生
育
と
作
柄

緊急要請！「大筋合意」を受けて
ＴＰＰ交渉参加12カ国が10月5日に大筋合意に至ったことを受け、当ＪＡは11月、管内2市1町の長に対

して緊急要請。生産現場の不安や農業者の意欲の減退を払しょくするため、合意内容と国会決議との整合性検
証や、農業への影響を十分に説明するよう、政府・与党への働きかけを求めました。

▷
庄
司
喜
與
太

大
石
田
町
長
へ

(16
日
）

２
．
好
天
に
恵
ま
れ
、
生

育
は
順
調
に
進
む

３
．
出
穂
は
早
ま
り
、
㎡

穂
数
、
㎡
籾
数
は
や

や
多
め

４
．
登
熟
期
は
一
転
し
て
、

低
温
・
日
照
不
足
に
！

５
．
来
年
の
稲
作
に
向
け

て
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子供の頃から民謡が好きだった岩
崎さん。地元の民謡愛好会に30代か
ら参加したものの、仕事などが忙し
く、本格的に練習するようになった
のは２～３年前から。「民謡は難し
い。一つの曲でも歌えば歌うほど難
しくなり、同じ曲を何十年も歌うこ
ともあります。そのかわり常にチャ
レンジし続けられる世界です」。そ
んな岩崎さんのトレーニングは時と
場所を選ばず、農作業中の機械の上
でも歌っちゃいます。お腹から出す
声は機械音にも負けず、奥さんもび
っくり｡｢今までできなかった分､こ
れからも歌い込んで練習します。そ
して大会にも参加していきます！」。

村山市本飯田村山市本飯田

岩崎 亮 さん(69歳)岩崎 亮 さん(69歳)
いわさきいわさき あきらあきら

こうへい みさき

公平さんと美咲さんの長女。いつもにこにこ、笑
顔のまぶしい女の子です。パパが抱っこして「飛行
機あそび」をしたり､ママとコチョコチョ遊びをし
ているとご満悦。機嫌がいいとたくさん声をあげ、
両手をばたばたさせて楽しさを表現します。足の力
が強く、床の上でくるくる回ったり、早くもつかま
り立ちをしちゃうこともある結愛ちゃん。栄養満点
の離乳食もスタートし、ますます元気いっぱいです。

◆お母さんからお子さんへ
｢結愛という名前には､たくさんの人と愛情で結ば

れてほしい…という願いをこめました｡今はちょっと
ワガママだけど､優しい穏やかな女の子になってね♡｣

尾花沢市正厳尾花沢市正厳

石山 結愛 ちゃん（７ヵ月）石山 結愛 ちゃん（７ヵ月）
いしやまいしやま ゆ めゆ め

▲ステージ上で歌う岩崎さん(中央)



男
の
結
婚
が
、
わ
が
家
の
今
年
の
ニ

ュ
ー
ス
で
す
。
こ
れ
で
子
供
た
ち
は

み
ん
な
結
婚
し
た
の
で
、
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。

１
月
に
挙
式
、
５
月
に
は
７
人
目
の
孫
も
誕
生
し
ま

す
。
今
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
孫
に
会
え
る
の
が
楽
し

み
で
す
。

(尾
花
沢
市
61
歳
主
婦
)
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休
み
に
、
相
撲
の
地
方
巡
業
に
行
っ
た
の
が
、
私
の

ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
。
い
つ
も
テ
レ
ビ
で
見
て
い
た
豪

栄
道
や
白
鵬
を
生
で
見
ら
れ
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

(村
山
市
15
歳
学
生
)

学
中
に
自
転
車
で
転
び
ま
し
た
。
し
か
も
去
年
と
同

じ
場
所
、
同
じ
転
び
方
、
怪
我
の
場
所
も
同
じ
で
、

ま
さ
か
こ
こ
ま
で
同
じ
事
が
起
き
る
と
は
思
わ
ず
、
家
族
に

も
笑
わ
れ
ま
し
た
。

(村
山
市
14
歳
学
生
)

月
末
頃
に
事
故
に
遭
っ
た
の
が
今
年
最
大
の
ニ
ュ
ー

ス
で
す
。
135
日
間
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
だ

け
ど
、
今
年
最
後
の
年
金
友
の
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
に
は
参
加
で
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
人
々
に
励
ま
さ
れ
、

と
び
賞
で
30
位
に
も
入
り
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
と
あ
き
ら
め
て
ま
し
た
が
、
や
っ
た
ね
！

(村
山
市
73
歳
主
婦
)

コ
好
き
の
聖
地
と
言
え
る
、
宮
城
県
の
田
代
島
に
行

き
ま
し
た
。
通
称
ネ
コ
島
で
す
。
島
に
着
い
た
ら
、

多
く
の
ネ
コ
が
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
島
の
中
央
に
は
ネ

コ
神
社
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
ネ
コ
数
匹
が
た
わ
む
れ
て
い
ま

し
た
。

(尾
花
沢
市
57
歳
公
務
員
)

年
は
、
家
族
全
員
が
ケ
ガ
も
病
気
も
な
く
過
ご
せ
そ

う
。
ニ
ュ
ー
ス
と
い
う
程
の
こ
と
が
な
い
の
も
、
い

い
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
河
北
町
の
紅
花
資
料
館
に
行
く

途
中
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
沿
道
か
ら
ほ
ん
の
少
し
だ
け
見

た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
48
歳
会
社
員
)

め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
１
人
で
全
部
と
け
た
の
が
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
(尾
花
沢
市
９
歳
学
生
)

が
、
今
年
の
春
に
社
会
人
に
な
り
ま
し
た
。
心
の
中

で
は
「
ど
こ
ま
で
続
く
か
」
と
心
配
で
し
た
が
、
今

も
弱
音
ひ
と
つ
吐
か
な
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
早
く
一
人

前
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。(尾

花
沢
市
65
歳
会
社
員
)

年
は
、
わ
が
家
に
と
っ
て
最
高
に
幸
せ
な
年
で
し
た
。

３
人
の
息
子
の
結
婚
、
孫
の
誕
生
…
。
家
族
も
、
大

き
な
病
気
を
す
る
こ
と
な
く
一
年
を
越
せ
そ
う
で
す
。
年
明

け
に
は
息
子
(次
男
)の
家
も
出
来
上
が
り
、
新
し
い
家
に
住

む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

(尾
花
沢
市
55
歳
主
婦
)

年
、
数
え
年
88
歳
に
な
り
ま
し
た
。
11
月
１
日
、
さ

さ
や
か
で
し
た
が
、
子
供
達
３
人
が
米
寿
を
祝
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
有
難
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

(村
山
市
87
歳
)

が
家
の
最
大
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
息
子
と
娘
が
入
院
し

た
こ
と
で
す
。

(大
石
田
町
64
歳
農
業
)

族
皆
、
病
気
・
怪
我
を
し
な
い
で
、
一
年
を
過
ご
せ

そ
う
な
の
が
、
わ
が
家
の
今
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

や
は
り
健
康
が
一
番
で
す
。

(村
山
市
51
歳
自
営
業
)

が
家
に
待
望
の
第
一
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
自
分
の

子
ど
も
が
こ
ん
な
に
可
愛
い
と
は
、
生
ま
れ
る
ま
で

は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
８
ヵ
月
に
な
り
、
最
近
は
上

下
と
も
に
歯
が
生
え
て
き
て
、
日
々
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

(尾
花
沢
市
34
歳
会
社
員
)

起
き
て
、
部
屋
の
ド
ア
を
開
け
た
ら
ノ
ラ
ネ
コ
が
い

ま
し
た
！
ノ
ラ
ネ
コ
も
私
の
顔
を
見
て
び
っ
く
り
‼

洗
濯
棒
を
持
ち
、
意
気
揚
々
と
参
戦
に
駆
け
付
け
た
祖
母
は
、

ノ
ラ
ネ
コ
の
素
早
い
動
き
に
何
も
で
き
ず
…
…
。
結
局
ブ
ラ

イ
ン
ド
を
破
壊
し
て
逃
げ
て
い
き
ま
し
た
。

(大
石
田
町
27
歳
自
営
業
)

め
っ
こ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
簡
単
で
レ
シ
ピ
も
分
か
り
や
す
く
、
作
っ
て
い

ま
す
‼
米
粉
の
普
及
の
た
め
、
ま
す
ま
す
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

(尾
花
沢
市
79
歳
)

今
月
の

テ
ー
マ

私
・
わ
が
家
の

今
年
の
ニ
ュ
ー
ス

◇
た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
平
成
28
年
。
来
年
の
お
正
月
、
皆
さ
ん
が
神
様

に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？
欲
し
い
も
の
や
叶

え
た
い
夢
、
家
族
の
健
康
か
ら
世
界
平
和
ま
で
…
。
ひ
と
足

早
い
初
詣
気
分
で
、
絵
馬
が
わ
り
の
ハ
ガ
キ
を
ど
し
ど
し
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

｢初
詣
の
願
い
ご
と
」
で
す
。

１月
モナ･カサンドラ

牡羊座 ３/21～４/19

【全体運】プレッシャーに弱く、ストレス
を感じやすいかも。できる人と比較せず、
自分は自分と開き直って。神社参拝吉

牡牛座 ４/20～５/20

双子座 ５/21～６/21

蟹座 ６/22～７/22

獅子座 ７/23～８/22

乙女座 ８/23～９/22

天秤座 ９/23～10/23

蠍座 10/24～11/22

射手座 11/23～12/24

山羊座 12/22～１/19

水瓶座 １/20～２/18

魚座 ２/19～３/20

ヨコのカギ
①新年に寺社へ出掛けて済ませ
ます

②ドライバーで締める物
③解答用紙の――を文字で埋め
た

④年表を見ると概要がつかみや
すいかも

⑥騎手が馬に入れる物
⑨サハラ、ゴビ、タクラマカン
といえば

⑩受話器を離さずに延々と続け
ます

⑪自動車の燃料タンクが空っぽ
の状態

⑬――心頭に発する
⑭父や母の、父
⑯古い石碑に生えることもあり
ます

タテのカギ
②首に掛けるアクセサリー
⑤髪はここを中心に渦巻きます
⑦釣り人がじっと眺める物
⑧安倍川にしますか、砂糖じょ
うゆで食べますか

⑨色が白っぽい――そばは、ソ
バの実の中心部分をひいた粉
で作ります

⑪屋外で写生するときの机代わ
り

⑫ＣＤとも呼ばれるコンパクト
――

⑭腕まくりするとき折る物
⑮イチかバチかの大きな――に
出た

⑯土を盛って造った古代の権力
者の墓

⑰ある限り全部の物

クロスワードを解いて、Ａ～Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

応 募 方 法
[ハガキ記入例]

◆応募のきまり
•[ハガキ記入例]を参考に記入して下さい。１人につき１枚有効です。
•みちのくぼいすの｢今月のテーマ｣の話題や、本誌へのご意見・ご要望
をお寄せ下さい。なお、紙面のスペースの都合上、一部のハガキや文
章の内容を割愛することがあります(みちのくぼいすに掲載されない
場合でも、クロスワードパズルの応募対象者となります)。

◆送り先
•ハガキ………上記［ハガキ記入例］をご参照下さい。
•電子メール…fureai＠mitinoku.or.jp
•ＦＡＸ………0237－55－5825
◆応募締め切り 12月24日(木) ※当日消印有効
◆発 表
•｢ふれあい｣１月号誌上にて行います。あらかじめご了承下さい。
•クロスワードパズル正解者の方の中から抽選で５名と、みちのくぼい
すの｢今月のテーマ大賞｣の方１名に､図書カードをプレゼントします｡

11
月
号
の
答
え
は

「
ト
シ
ノ
ク
レ
」
で
し
た
。

パ
ズ
ル
正
解
者
の
中
か
ら
厳
正
な

抽
選
の
結
果
、
左
記
の
５
名
の
方
が

当
選
し
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

•
結
城

初
子
さ
ん
(村
山
市
楯
岡
俵
町
)

•
大
沼

友
莉
さ
ん
(村
山
市
白
鳥
)

•
畑
中

り
お
さ
ん
(尾
花
沢
市
若
葉
町
)

•
大
戸

洋
子
さ
ん
(尾
花
沢
市
畑
沢
)

•
大
山

彩
華
さ
ん
(大
石
田
町
海
谷
)

<11
月
号
の
解
答
>

答え
○○○

○○

テーマに
関する身

近な話題

や｢ふれ
あい｣へ

のご意見
・

ご要望を
お願いし

ます。

郵便番
号

住
所

氏
名

年
齢

職
業

電話番
号

村
山
市
楯
岡
北
町

一
丁
目
１
番
１
号

Ｊ
Ａ
み
ち
の
く
村
山

広

報

係
行

995-0011
52

17

15

16

12

13

14

11

８

９

10

５

６

７

１

２

３

４

Ｃ

Ｅ

Ｂ

20

21

17

18

19

15

16

13

14

10

11

12

７

８

９

１

２

３

４

５

６

Ｂク ツ シ タ ソ バ
チ キ ン ア ラ レ
エ ダ イ シ ン
シ ヨ ク タ ク

マ テ ラ ル イ
ト ケ イ ミ ブ ン
イ タ イ ノ シ シ

Ｄ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｅ

次
回
の
テ
ー
マ
は

【全体運】柔軟性が高まり、みんなと上手
に付き合える時期。周囲のサポートも期
待できそう。海外に関する事柄に福あり

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月。
失敗にクヨクヨせず、意識してプラス思
考を。自然の中で過ごすと気晴らしに

【全体運】あれこれ不安が生じやすい傾向。
迷ったときは一人で悩まず、信頼できる
人に相談を。開運にはイメチェンが◎

【全体運】物事を深刻に受け止めやすくな
る気配。持ち前の明るさを発揮して。ユ
ーモアたっぷりの映画を見て気分転換を

【全体運】ウキウキとした楽しい気持ちに
なれる期間です。新年会などを主催して、
大いに楽しむとグッド。旅行も大賛成

【全体運】ささいなことでカリカリしがち。
いつも笑顔を心掛け、ソフトなイメージ
づくりを。玄関掃除も運気回復に効果的

【全体運】コミュニケーション運が良好。
苦手意識を感じていた相手と簡単に分か
り合えそう。話題のスポットにも注目を

【全体運】仕事を早めに済ませ、落ち着い
たひとときを過ごすのに向いています。
好きなことに、じっくり打ち込んでみて

【全体運】新しいことをスタートさせるの
に最適。温めているプランがあるなら、
ぜひ実行に移して。積極性が幸運の鍵に

【全体運】サービス精神を示すことで、身
近な人との仲が、より好転。円満な人間
関係を築けます。温泉も幸運の呼び水に

【全体運】周りから良い影響を受けられそ
う。一目置いている人のやり方や考えを
参考にして。習い事に励むのも正解

Ｄ

通

ネ今初

５

孫今

我

今

わ 家こ

次

夏

朝
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理事会
だより

ＪＡグリーン全店舗年末大売り出し

第９回理事会が11月20日開催。主な議
案と内容は次のとおりです。

第１号 平成27年度仮決算監事監査報告
について

第２号 ＪＡ全国監査機構期中監査Ⅰ回
答書について

第３号 平成27年度半期ディスクロージ
ャーの開示について

第４号 山形県農業信用基金協会への増
資について

第５号 年末賞与の支給について
追加１ 西部すいか選果施設再編整備事

業について

【報告事項】
•経過報告および行事予定について
•主要勘定・安全性の指標について
•内部監査報告(農産物検査業務)について
•平成27年度役員賠償責任保険の契約に
ついて

•当農協及び㈱みちのくサービスの年末
年始営業体制について

•平成27年産米の集荷状況について
•平成27年度経営所得安定対策事業の加
入・交付状況について

•「ＪＡ貯金ウインターキャンペーン
2015」について

12月25日(金)～26日(土)の２日間、ＪＡグリーン全店舗で、
平成27年最後の大売り出しを行います！
また同期間、ＪＡグリーンおおいしだ内で、産直「つなぎ」
の年末大売り出しも実施します。
皆様のご来店をお待ちしています。

組合員資格に変動（氏名・住所・
組合員資格の別など）があった場合
は、資格変更の手続きが必要となり
ます。詳しくは最寄りのＪＡ支店へ
ご相談ください。

組合員の皆様へ

平成28年用 早期予約農薬推進説明会開催のお知らせ
大石田 ◆日時／平成28年１月６日(水) 午後１時30分

◆場所／大石田営農センター大ホール
尾花沢 ◆日時／平成28年１月７日(木) 午後１時30分

◆場所／尾花沢営農センター３階

ごっつぁんです！
お相撲さんのような柿
尾花沢市正厳

井上俊廣 さんより

頭は２つ、胴は１つの大根
大石田町駒籠

佐々木ケサ子 さんより

足にょろにょろ、
宇宙人ダイコン

大石田町四日町
小松テルヨ さんより

部 署 名 12/30(水) 12/31(木) １/１(金) １/２(土) １/３(日) １/４(月)
本店・営農センター・営農事務所・経済事業所・支店 通常営業 × × × × 通常営業
コープ村山 通常営業 × × × × 通常営業
ＪＡグリーン 通常営業 × × × × 通常営業
葬祭ホールやすらぎ・やすらぎ東根村山ホール 営業（常時対応します）
大石田農産物直売所「つなぎ」(グリーンおおいしだ内) × (12/27(日)～1/4(月)休業)
道の駅尾花沢｢花笠の里ねまる｣(冬季営業時間9:00～18:00) 通 常 営 業 × 通 常 営 業
㈱みちのくサービス(本社･ＬＰガス･農機･車両センター) 通常営業 緊急対応の場合は ☎57-2801／FAX57-2803 通常営業
㈱みちのくサービス各給油所 通常営業 営業(12/31～1/3の終了時刻は営業所により異なります) 通常営業

ＡＴＭの配置場所 12/31(木) １/１(金) １/２(土) １/３(日) １/４(月)
楯岡支店内 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00

ご利用できません

9:00～21:00
袖崎事務所内 ご利用できません 9:00～19:00
葉山支店内 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～21:00
ＪＡグリーンごてん前 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～21:00
尾花沢支店内 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～21:00
尾花沢営農センター内 ご利用できません 9:00～18:00
大石田支店内 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～17:00 9:00～21:00

◇ 年末年始営業のお知らせ ◇

◇ ＡＴＭの稼働状況 ◇

ご不明な点は最寄のＪＡまでお問い合わせ下さい。

楯岡 支 店 TEL 0237-55-2405 尾花沢支店 TEL 0237-22-0033
葉 山 支 店 TEL 0237-56-3777 大石田支店 TEL 0237-35-3132
本店信用部 TEL 0237-55-0910

●詳しくはＪＡ窓口へ ＪＡみちのく村山

果樹王国山形を
支えるみなさまへ

多様化する自然災害に備えて、果
樹共済への加入をお勧めしています。
近年多発する異常気象による災害リ
スクをカバーする唯一の公的セーフ
ティネット『果樹共済』は、果樹経
営農家を守ります。詳しくは、お近
くの果樹推進員もしくは山形中央農
業共済組合園芸部へ☎023-656-8978
／0120-51-3205(フリーコール)


